
＜大月町地域包括支援センター 様＞

●上映会を開催するに至った経
緯を教えて下さい。

認知症への理解・啓発を目的に
開催しました。
地域住民により現場の様子を

見てもらい、少しでも認知症理解
を深めたいと思い、上記作品を
選びました。

●実行委員会は、どのようなメン
バーでしょうか？

大月町地域包括支援センター、
大月町社会福祉協議会が共催で
実施しました。

認知症があっても自分らしく、好きな場所で暮らせる地域を考える機会となりました。

上映日：2025年10月04日（土） 場所：大月町農村環境改善センター（高知県幡多郡大月町）

●地域へどのように告知をしまし
たか？

各種定例会などで声掛けや
チラシを配布しました。

地区への全戸配布も実施しまし
た。

老人クラブや民生委員など、地区
のリーダー役を担っている方たち
への声掛けが集客に役立ちまし
た。

●上映会当日の様子や、上映会
開催の感想を教えてください。

利用者と施設職員の関わりを
見ながら、会場から笑い声が
聞こえる場面も多かったです。
双方のやり取りを通じて、上映後
には認知症に対するイメージが
変化したという意見もありました。
作られた映像ではなく、実際の
場面を地域住民に見ていただく
事ができました。
認知症であっても、自分の好きな
事ができ、好きな場所で過ごせる、
そんな地域を作っていきたいと
思いました。

●上映会を開催してみていかが
でしたか？

終了後のアンケートにて、
「毎年このような上映会を開催
してほしい」
「認知症になる事が怖かったが、
この映画を見て少し安心した」
などポジティブな意見が多く、
また開催していきたいと感じまし
た。

上映会事例 File-SP012

自治体


